
近頃、若い女性の間では、バルと称した、散歩感覚で近隣のお店を立ち寄る「食べ歩き」
「飲み歩き」が人気のようです。

バル(bar)の語源は、イタリア、スペインなどの南ヨーロッパで、喫茶店と居酒屋と食堂が
一緒になったような飲食店のことです。

ここ数年、大阪府市内ではモダンなお店の食べ・飲み歩きが人気を集めていますし、お隣の
泉佐野市でも長者バルが２年目を迎えています。

では、熊取町では．．．

実は熊取町では、既に３年前からこのバルもどきのイベントを実施していました。

平成23(2011)年11月3日(木)

熊取町 町制施行６０周年記念事業「くまとりにぎわいスイーツ祭り＆屋台村」で、町内の
スイーツのお店のケーキ等を出品しましたが、あっという間に売り切れました。そして次年の農
業祭でもスイーツのコーナーは、即完売でした。

そこで、もっともっと地域の皆さんに楽しんで戴こうと、商品もケーキだけでなくパン、銘菓にまで
広げて１２店舗で実施したのが、今回の「くまとりSANPO! COBIRIの日」(くまとり散歩こびりの日)
です。

「くまとりSANPO COBIRIの日」とは、熊取町内を散歩するように訪れて、お腹がすいたら、おいし
いこびり（小昼：熊取弁でおやつの意味）を、スイーツ店、ベーカリー店、銘菓店で、お買い
求めいただく、散歩＆食べ歩きイベントで、2014年1月18日(土)～19日(日)に開催しまし
た。

なお、当日は、団欒の場の提供をと思い、駅下にぎわい館、煉瓦館で、温かいお茶をご用
意致しました。（お・も・て・な・し・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

500円券が４枚綴りのチケット(2,000円、前売券1,800

円）は、予想の８００枚を超す売れ行きで、バル初日の1

月18日(土)の午前中、人気店では用意したスイーツ、

詰合せ類があっという間に売り切れ続出、うれしい悲鳴ととも

に、今後の展開についていい経験になりました。

平成26年1月18日（土）・19日（日）

スイーツ バル イベント

「くまとりSANPO! COBIRIの日」が開催されました。

沢山の皆様の

ご参加、

ありがとう

ございました。

「くまだむちゃん（くまとりマダム）」 駅下にぎわい館のおもてなしコーナー








